
「医療・ケアに関する情報共有シート」
による取組み

南泉州地区病病連携協議会 泉州南消防組合 大阪府泉佐野保健所
による3者一体型情報共有シートの作成

令和5年11月8日（水）

大阪府泉州在宅医療懇話会事務局
大阪府泉佐野保健所
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懇話会での「ACPの推進」に向けた取組み目標」
• 関係機関がACPを理解し、連携体制を構築して進めること
• 住民が在宅医療を理解し、自身で受ける医療を選択できること

※3者：南泉州地区病病連携協議会・泉州南消防組合・大阪府泉佐野保健所

はじめに

◆令和４年度泉州在宅医療懇話会で確認・合意されたACP推進の
方向性に基づき、ACP推進のための関係機関の連携強化の取組み
（医療機関や消防機関との連携等）を懇話会事務局である泉佐野
保健所管内から展開し、その後圏域に拡大を図る方向で実施。

◆現在、泉佐野保健所管内では、平時からのACP実施を普及啓発し
ながら、望まない救急搬送を減らし、本人等の望む医療・ケアが受け
られる地域をめざすために、3者※で協働して「医療・ケアに関する
情報共有シート」を作成し啓発を行っている。
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令和2年度まで 令和3年度 令和4年度

南泉州地区
病病連携
協議会

「医療・ケア
に関する方針
確認書」作成

高齢者救急搬送実態調
査（8-11月）

「医療・ケアに関する
方針確認書」高齢者施
設対象に運用開始
(1月)

泉州南
消防組合

高齢者施設からの
救急要請が年々増
加（1,125/15,207件)

高齢者救急情報シート
「施設用聞取表」作成
を検討

泉州在宅
医療懇話会
（泉佐野保健所）

ＡＣＰ啓発に
関する調査
（令和2年度）

介護老人福祉施設
等におけるＡＣＰ
に関する調査

高齢者入居施設等での
ACPモデル実施

「医療・ケアに関する情報共有シート」の作成に至る経緯①

→ 令和4年12月より3者で検討開始3



【めざすところ】
・本人の意向に沿わない救急搬送や入院を少しでも減らしたい
・高齢者施設が全入所者に対し、平時から本シートを活用したACPに取組み、病状
急変時には本シートによって消防・医療機関が効果的に連携し、結果として望まな
い救急搬送がなく、自施設での看取りを含む本人等の望む医療が受けられる
・誰でも、住み慣れた地域で、患者・家族の意向に沿った医療・ケアを最後まで受け
られるような地域の療養体制整備

3者一体型共有シートを作成

「医療・ケアに関する情報共有シート」令和5年8月

【3者で協働するメリット】
・高齢者施設に対し、3者で重なる部分を一本化して進めることで、お互いの目的
達成により早く効率的に近づける

【課題】
・高齢者施設からりんくう総合医療センター救命救急センターへ搬送された41例の
うち、集中治療を希望されたのは5例で全体の12.2％（令和４年度）
・南泉州地区病病連携協議会において「医療・ケアに関する方針確認書」を高齢者
施設対象に令和5年1月より運用開始したが運用率が低い

「医療・ケアに関する情報共有シート」の作成に至る経緯②
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「医療・ケアに関する情報共有シート」別添資料あり

1枚目（両面）：調整・緊急時用 ２枚目：平時用・ACP
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【特徴】
・2枚セットで運用
・1枚目が「調整・救急時」の対応として使用するもので、南泉州地区病病連携
協議会の「医療・ケアに関する方針確認書」の要素と消防が作成した「高齢者
施設用聞取表」を合体させたものとなっている。
・2枚目がACPの様式となっている。

【使い方】
▷（1枚目）平時から施設医（かかりつけ医）等を含め本人の意向の共有を行い、
望まない搬送をさけることで救急医療の逼迫等を回避

▷ 救急要請時は、裏面「救急要請時記入欄」に記入し（必要時コピーのうえ）
救急隊に渡すことで、ご本人の意向に沿った対応につなげる。

▷ 高齢者施設入所中の方の入院相談時・療養病棟から病院への転院調整時等
に使用

▷（2枚目）施設入所時に記載するACP様式として使用
ACPを行うタイミング例
①入所時②健康状態やご希望の変更時③それ以外に年1回以上

「医療・ケアに関する情報共有シート」の活用方法
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【活用促進の方策】
⚫ 高齢者施設間の会議や施設への個別訪問等の機会を活用し、シートの説
明を行い、施設職員の理解を得ながら、徐々に平時からの本シート活用施
設を拡大

【具体的な取組み】
⚫ 令和5年9月より、泉州南消防組合と泉佐野保健所が一緒に、泉佐野保
健所管内の高齢者施設（98施設）を訪問し、シートの活用について、順
次、個別に説明

※10月末時点、16施設を訪問して説明

「医療・ケアに関する情報共有シート」の
円滑な運用に向けての取組み

このシートを施設等での活用に繋げていくには･･･
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【今後の取組み（案）】
⚫ 「医療・ケアに関する情報共有シート」の活用を推進
⚫ 泉州在宅医療懇話会の取組として、圏域内の各地域の状況に合わせて拡大
⚫ 活用状況を把握して、目的の達成状況の評価方法について検討
⚫ 施設入所者以外（地域）への活用

⚫ 高齢者施設からの御意見等

ACPの実
施状況

・入居者の状態が変わるたびに看護師から本人と家族へACPを実施
・ケアプラン立案ごとに意向確認している
・ACPの勉強会を実施

施設の
体制

・かかりつけ医がある高齢者はまず連絡をとっている
・常時医師と連絡がとれる体制がある
・受診や入院調整は施設医師が行っている
・看護師がオンコール対応や訪問看護ステーションとの連携体制がある
・救急搬送時に必要な情報を患者ごとに管理

その他 ・取組みたいのでシートのデータ提供を希望
・様式がなかったのでこのシートを使う
・このシートは医療処置の説明があるので説明がしやすい
・日常から利用者への対話を大事にしている
・施設理念や方針がぶれないことを大事にしている
・管理者からの粘り強い現場への説明で職員が施設としての責務と認識
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